
卒業生の皆さまへ
　世界的な新型コロナウイルス感染症（コロナウイルス禍）の
蔓延により、戦後、経験したことのない異例の１年となりました。
さぞお疲れのことと思います。感染拡大防止のため、同窓会総
会は本部、東京、近畿、九州ともに中止を余儀なくされ、同窓生の
絆を深める場を奪われた寂しい年でした。
　幸か不幸か紙面のスペースに余裕ができ、騒動の前に開かれた
同期会など卒業生や関係者の集い、交流をできるだけ多く掲載
しました。変わらぬ卒業生の活躍ぶりや恩師の動向など今号も
情報満載でお届けします。お読みいただければ幸いです。
� （編集室）

第52号同窓会だより

令和２年12月25日発行

岡山県立倉敷青陵高校同窓会
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　同窓会の皆様におかれまし
ては、ますますご清栄のこと
とお慶び申し上げます。平素
より同窓会運営に対して格別
のご理解とご支援を賜り、誠
に有難うございます。
　さて、新型コロナウイルス

の蔓延により、経済も社会もそしてわれわれ同
窓会運営にも大きな影響を受けました。恒例の
同窓会総会は本部、３支部ともすべて中止とい
う苦渋の選択を迫られました。
　加えて、倉敷は一昨年の西日本豪雨により、
真備地区が甚大な被害を受け、まだ復興の途上
にあります。
　相次ぐ自然災害や新型ウイルスにより大変
厳しい生活を余儀なくされておりますが、ここ
は青陵魂「文武不岐」のもと、皆さんで乗り越え
ていきましょう。必ずやピンチはチャンスと
なって巡ってきます。頑張ってまいりましょう。

同窓会副会長　小銭  和明（23期）

　同窓生の皆様方には平素からご
支援を賜り感謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症が猛
威を振るい、本校でもほとんどの行
事が中止や縮小を余儀なくされて
います。しかし、このようなときだ
からこそ、生徒には社会に関心を持

ち、将来、自分がどう生きるかを考えさせるチャンス
だと言えます。

　「総合的な探究の時間」という授業が週に一回あり
ます。本校では、SDGsを中心テーマとして、様々なこ
とを探究的に学習しています。活動が制限されてい
る今、教養を高め、将来の社会と自分についてしっか
りと考える時間を持ってほしいと思います。
　最後になりましたが、皆様方のますますのご健勝
をお祈りし、ご挨拶といたします。

冬来たりなば春遠からじ

校　長　髙槻  信博（同窓会名誉会長）
頑
張
ろ
う  

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

　

◇
表
紙
の
写
真
◇　

創
立
1
1
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
完
成
し

た
中
庭
の「
集
い
の
広
場
」。
詳
し
く
は
12
面
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

恒
例
の
東
京
青
陵
会
総
会（
令
和
２
年
６
月
６
日
）は
４
月
に
、
近

畿
青
陵
会
総
会（
同
年
５
月
31
日
）は
３
月
に
、九
州
青
陵
会
総
会（
同

年
10
月
10
日
）は
７
月
に
、そ
れ
ぞ
れ
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

１
，５
０
０
円
ア
ッ
プ
は
ど
う
か
」、「
会
場
を
エ
メ
ラ
ル

ド
ホ
ー
ル
に
す
る
の
が
前
提
か
」、「
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

を
減
ら
し
て
量
を
多
く
し
て
は
」な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
来
年
以
降
の
総
会
会
費
に
つ
い
て

４
，０
０
０
円
の
案
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

会
費
の
値
上
げ
に
伴
い
、
執
行
部
か
ら
当
番
幹
事
の
参

加
人
数
の
割
り
当
て
等
に
つ
い
て
、
柔
軟
な
対
応
も
検
討

す
る

−

と
の
見
解
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
か
ら「
同
窓
会
だ
よ
り 

青
陵
」の
件
で
、

「
家
族
に
Ｏ
Ｂ
が
多
く
、
同
じ
も
の
が
３
、４
部
送
ら
れ
て

く
る
。同
封
さ
れ
て
い
る
発
行
協
力
金
の
依
頼
に
つ
い
て

毎
年
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。ど
れ
ぐ
ら
い
の

人
が
振
り
込
ん
で
い
る
の
か
」と
い
う
質
問
が
あ
り
、

「
全
卒
業
生
約
２
５
，０
０
０
人
に
配
布
し
、
約
５
％
強
の

１
，３
０
０
人
ぐ
ら
い
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と

い
う
現
状
報
告
が
あ
り
、「
毎
年
で
な
く
て
も
い
い
の
で
、

で
き
る
限
り
協
力
い
た
だ
き
た
い
」と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
事
務
局
か
ら
こ
の
件
に
関
し
て
、「
現
在

２
５
０
万
円
ほ
ど
の
発
行
資
金
が
あ
り
ま
す
が
、
協
力
金

が
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
計
算
上
、
こ
の
先
約
８
年

程
度
で
資
金
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」と
の
話

が
あ
り
、他
の
高
校
で
は
見
ら
れ
な
い
内
容
の
充
実
し
た「
同
窓
会

だ
よ
り 

青
陵
」を
こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
改

め
て
納
入
依
頼
を
し
て
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

青
陵
高
校
同
窓
会（
岡
田
展
弘
会
長
）は
、
令
和
２
年
３
月
28
日

に
同
校
で
臨
時
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、岡
田
会
長
か
ら
、現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
８
月
２
日
に
予
定
し
て
い
た
本
年
度

の
本
部
同
窓
会
総
会
に
つ
い
て
、
出
席
会
員
の
安
全
を
考
慮
し
て

中
止
と
し
た
い
と
の
緊
急
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
も
同
様
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
り
続
く

恒
例
行
事
が
中
止
と
な
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
が
、
異
議
な
く

決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
役
員
改
選
は
な
い
も
の
の
、決
算
・
予
算
と
事
業
報
告
・
事

業
計
画
の
承
認
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
が
残
り
ま
す
。こ
れ

に
つ
い
て
は
後
日
、
正
副
会
長
が
協
議
し
方
針
を
決
定
す
る
旨
伝

え
ま
し
た
。

　

来
年
の
当
番
幹
事
は
、
今
年
当
番
の
７
と
８
の
付
く
期
が
そ
の

ま
ま
ス
ラ
イ
ド
し
て
務
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
次
の
９
と
０
の

付
く
期
も
一
緒
に
し
て
は
ど
う
か
」と
い
う
提
案
が
あ
り
、検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
本
題
で
あ
る
執
行
部
か
ら
提
案
の
あ
っ
た「
総
会
会
費
の

値
上
げ
」の
件
に
移
り
ま
し
た
。現
行
の
会
費
１
人
２
，５
０
０
円

は「
30
年
ぐ
ら
い
値
上
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」（
前
会
長
）と

い
う
状
況
に
対
し
、
近
年
同
窓
会
収
支
が
赤
字
と
な
り
不
足
分
を

同
窓
会
本
会
計
か
ら
繰
り
出
す
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
を
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
コ
ー

ト
」か
ら
本
館
に
新
設
さ
れ
た「
エ
メ
ラ
ル
ド
ホ
ー
ル
」に
変
更
し
た

い
と
い
う
提
案
と
併
せ
、
会
費
を
３
，５
０
０
円
と
４
，０
０
０
円
に

値
上
げ
し
た
場
合
の
収
支
試
算
が
提
示
さ
れ
、「
将
来
的
な
こ
と
も
考

え
４
，０
０
０
円
に
し
た
い
」と
い
う
執
行
部
の
提
案
を
受
け
協
議
し

ま
し
た
。

　

出
席
者
の
意
見
と
し
て
、「
値
上
げ
に
は
賛
成
だ
が
、
一
気
に
↘

ご
あ
い
さ
つ

恒
例
の
本
部
総
会 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

同窓会報費　納入促進求める

臨
時
理
事
会
・
評
議
員
会
で
決
定

　

令
和
元
年
度
、２
年
度
の
決
算
・
予
算
・
監
査
報
告
な
ど
を
承
認
す

る
臨
時
役
員
会
を
同
２
年
８
月
29
日
に
同
校
で
開
き
、
両
年
度
の
行

事
報
告
・
計
画
を
含
め
満
場
一
致
で
原
案
通
り
仮
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、各
理
事
に
こ
の
結
果
を
は
が
き
で
通
知
、承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
同
３
年
の
総
会
を
８
月
１
日（
日
）に
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク

エ
ア
の
エ
メ
ラ
ル
ド
ホ
ー
ル
で
開
催
、
今
年
の
幹
事
を
ス
ラ
イ
ド
さ

せ
７
・
８
期
、さ
ら
に
９
・
０
の
期
、及
び
71
、72
期
を
当
番
幹
事
に
決

め
ま
し
た
。

決
算
・
予
算
な
ど
理
事
の
承
認
を
得
る

東
京
、近
畿
、九
州
の
総
会
も
中
止

次回から会費4,000円にアップ
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大　月　　　修  （19期）

近畿青陵会常任幹事

兵庫県姫路市安田４－165－１－704
〒670－0955　TEL 079－225－8030

教授　白　神　宏　之 （26期）

大阪大学レーザー科学研究所

大阪府吹田市山田丘２－６
〒565－0871　TEL 06－6879－8753

田　中　　　均  （34期）
近畿青陵会常任幹事

〒604－8341
京都市中京区岩上町728－705

　

元
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
社
長

で
現
相
談
役
の
矢
尾
宏
さ
ん

（
16
期
）が
令
和
元
年
秋
、
岡

山
県
教
委
の「
ふ
る
さ
と
岡
山

〝
学
び
舎
〟環
境
整
備
事
業
」に

応
募
、母
校
の
青
陵
高
校
を
指

定
し
て
3
0
0
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
、よ
り
良

い
学
習
環
境
の
充
実
を
図
る
目
的
で
数

年
前
に
始
め
た
制
度
で
す
。青
陵
高
校
で

は
同
事
業
に
対
応
し「
青
陵
生
徒
の
探
究

を
支
え
る
図
書
館
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、同
3
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、館
内
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
エ

リ
ア（
自
主
学
習
の
場
）と
ブ
ラ
ウ
ジ
ン

グ
エ
リ
ア（
書
架
の
本
探
索
）を
新
設
、

可
動
式
テ
ー
ブ
ル
や
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
上
下
ス

ラ
イ
ド
ボ
ー
ド
、ソ
フ
ァ
な
ど
の
備
品
を

導
入
し
ま
す
。仲
間
と
の
情
報
共
有
、
意

見
交
換
、さ
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
情
報
伝
達
）の
練
習
や
面
接
指
導
に
活

用
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
経
費

の
大
半
を
寄
付
し
て
く
れ
た
同
社（
東
京

都
千
代
田
区
）の
矢
尾
さ
ん
を
、
髙
槻
信

博
校
長
が
同
2
年
2
月
17
日
に
訪
問
、
県
教
育
長

名
の
感
謝
状
を
手
渡
し
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

矢
尾
さ
ん
は「
母
校
の
小
中
学
校
、
大
学
へ
の

寄
付
は
既
に
終
え
、
次
は
青
陵
に
、
と
考
え
て
い

ま
し
た
。お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

□
…
矢
尾
さ
ん
は
倉
敷
市
庄
地
区
出
身
、横
浜
市

在
住
。

　元倉敷市建設局長原孝吏（たかし）さん＝28期＝が令和２年
６月、同市副市長に就任しました。青陵高校出身の同市助役・副
市長はかつて松尾武司さん（７期）がおられました。確認は難し
いですが、それ以来ではないかと思われます。原さんは前年、同
市を退職し高梁川東西用水組合副管理者を務めていました。就
任の抱負や青陵時代の思い出をうかがいました。
� （聞き手は編集委員）

　－原さん、倉敷市副市長就任お
めでとうございます。
　ありがとうございます。上司の
高梁川東西用水組合管理者の伊東
市長に突然呼ばれて、いきなり「副
市長をしてください」と言われ驚
きましたね。現役時代から建設畑
一筋に歩み、西日本豪雨対策など

で引き続きお役に立てる
のならと思い、お引き受け
しました。土木屋として地
域発展の基礎づくりに頑
張ります。
　－高梁川東西用水組合
といえば、最近立派な100周年記念誌ができました。
　記念誌は私が着任する前から編集作業をしていて建
設局長の時代、執筆に参加、「100年の軌跡（全５章）」の
項目を岡山大学大学院准教授、倉敷市文化財保護審議
会委員と私の３人で分担、私は「第４章 高梁川東西用
水の運営」、「第５章 高梁川東西用水の評価と今後にむ
けて」の二章、つまり３分の１を担当しました。高梁川
の水害を含めた歴史をたどりました。もともと九州工
業大学で水利学を専攻、卒論のテーマに高梁川を取り
上げようとしたぐらいで、５年前から本格的に高梁川
を研究していたのがここで役立ちました。
　－青陵時代から理系志望でしょうね。
　そうなんですが面白い話があってね、担任が日本史
の中山先生ですよ。普通は数学か物理あたりでしょう

（笑い）。これが逆に良かったんです。もともと歴史好き
で、先生の授業を興味深く聴き視野が広がりました。無
駄なことは一つもないんですね。今回の記念誌づくり
に貢献できたわけです。
　－部活とか青陵祭はどうでしたか。
　青陵の自由な校風にどっぷりつかって、運動会の応
援とかブロックのジャンボ絵を描くなど存分に楽し
みましたね。部活は卓球部でした。強くはないんです
が、市役所の卓球同好会でずっと続けて50年になりま
す。凝り性なんです。最近、野菜作りを始めました。

　－名前は「たかし」と読むんですね。
　はい、「孝史」では一画足りないと言われ、「吏」にし
たそうです。学校時代よく間違われ、例えばハンコで
も「史」で出来上がってきましたね。名前の通り「吏員」
（地方公務員）になりました（笑い）。

　－最後に、改めて抱負をお聞きします。
　黒四ダムと瀬戸大橋にあこがれ、若いころから「人
として生まれたからには、でっかいものを残したい」

という願望がありました。実務10年ぐらいでやっと受験資格
のできる「技術士」の資格も持っています。でっかいもの、つま
り倉敷の都市づくりをやる！　というチャンスに巡り合いま
した。
　－大変お忙しい中、ありがとうございました。ご健闘をお祈
りします。

校
長
が
謝
意

「
図
書
館
拡
充
に
活
用
」

矢尾  宏さん（16
期）母校へ 300万円 寄　

託

倉敷市副市長に就任した 原  孝吏さん（28
期）に聞く

執
筆
に
携
わ
っ
た
高
梁
川
東
西

用
水
組
合
1
0
0
周
年
記
念
誌

倉
敷
の
都
市
づ
く
り
を
や
る
！

青
陵
の
自
由
な
校
風
に
ど
っ
ぷ
り
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　全国的なコロナウイルス
禍で早島町は、令和２年４
月７日の政府の緊急事態宣
言発出を受けて毎日午後５
時、中川真寿男町長（24期）
が防災行政無線を通じ全町
民に行動自粛を一語一語
ゆっくり語り掛けました。

　「ただ今、岡山県に新型コ
ロナウイルス感染拡大を防
止するため、緊急事態宣言が
出されています。不要不急の
外出は控え手洗い、うがい、
せきエチケットを心掛けま
しょう」
　さらに、宣言延長後は「県
境を越えた移動を控え、３
つの密を避けマスクの
着用、人との距離を保
ち新しい生活スタイ

ルの実践をお願いします」と
のメッセージが響きわたり
ました。
　岡山県の感染者24人（当
時）のうち３人が同町在住者
だったこともあり、危機感を
訴えました。全面解除宣言さ
れた５月25日の直前まで注

意喚起を続けました。
　形が三角形のような早島
町は、県内市町村で最も面積
が狭く人口密度も高いため、
23カ所の施設から町内一円
に効率良くアナウンス、町民
に感染防止を呼びかけまし
た。
□…写真は防災行政無線
ではありません。代用
のイメージ写真で
す。

　

素
晴
ら
し
い
ム
ロ（
旺
な
つ
き
）の
演
技
を
見
て

－

。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
渦
中
の
令
和
2
年
5

月
、編
集
室
へ
情
報
が
入
り
ま
し
た
。

　

元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
女
優
・
旺
な
つ
き（
本
名

室
山
こ
ず
え
）さ
ん
＝
26
期
＝
の
主
演
作
が
ネ
ッ
ト

配
信
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

　

情
報
を
寄
せ
て
く
れ
た
の
は
同
期
の
鷲
見（
旧
姓

江
本
）京
子
さ
ん
＝
木
山
捷
平
文
学
選
奨
受
賞
作

家
＝
で
、「
巣
ご
も
り
生
活
に
感
動
と
潤
い
を
」と

い
う
言
葉
を
添
え
て
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
対
応
策
と
し
て
、ネ
ッ

ト
配
信
に
よ
る
収
益
を
苦
境
に
あ
る
全
国
の
舞

台
人
や
劇
場
に
分
配
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で

す
。指
示
に
従
い
、「
演
劇
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
ネ
ッ
ト
検
索
、動
画
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
旺
さ
ん
が
2
0
1
6
（
平
成
28
）年
に

主
演
し
た
平
成
28
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
参
加
公

演『
劇
場 

汝
の
名
は
女
優
』（
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー

ム
原
作
）で
す
。女
優
役
を
2
時
間
余
り
熱
演
、

た
っ
ぷ
り
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
月
の
半
月
間
、
3
0
0
円
で
見
放
題
で
し

た
。動
画
と
は
い
え
、
芸
歴
45
年
の
旺
さ
ん
の
迫

力
あ
る
演
技
が
存
分
に
伝
わ
り
、鷲
見
さ
ん
の
Ｐ

Ｒ
通
り
で
し
た
。

　

本
格
的
な
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
る
機
会
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。感
謝
す
る
と
と
も
に
、
旺
な

つ
き
さ
ん
の
一
層
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

　

地
方
伝
統
高
校
は
逸
材
輩
出
の
ゆ
り
か
ご

－

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で『
伝
統
高
校
1
0
0
』と
い
う
本
が
令
和
元
年
11
月
、「
東
日
本
篇
」と

「
西
日
本
篇
」の
2
冊
、武
久
出
版（
東
京
）か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
冊
に
各
1
0
0
校
収

録
し
て
い
ま
す
。早
速
、

期
待
し
て「
西
日
本
篇
」を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
と
、

わ
が
母
校
、
倉
敷
青
陵
高

校
が
2
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

岡
山
県
は
取
材
に
対
応
し

た
と
思
わ
れ
る
津
山
、
岡

山
操
山
、西
大
寺
と
合
わ
せ
4
校
の
み
で
す
。

　

記
事
の
内
容
は

−

。天
領
倉
敷
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
近
く
に
あ
り
、

校
名
は
永
遠
の
理
想
を
追
求
す
る「
青
春
の
陵（
お
か
）」と
い
う
意

味
。前
身
の
高
等
女
学
校
・
旧
制
中
学
校
か
ら
戦
後
、新
制
高
校
に
衣
替

え
し
た
時
に
命
名
し
た
。

　
「
知
・
徳
・
体
の
円
満
な
発
達
を
図
り
、激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
た

く
ま
し
い
人
間
を
育
成
す
る
」と
い
う
使
命
を
掲
げ
て
い
る
。国
立
大

学
に
現
役
だ
け
で
約
2
0
0
人
が
合
格
す
る
。こ
れ
は
卒
業
生
の
60
％

を
超
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、難
関
大
学
の
合
格
者
を
増
や
す
た
め
に「
青
藍
会
」と
い
う

教
員
に
よ
る
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
、
そ
の
成
果
が
出
て
い
る

－

と
、
あ

り
ま
し
た
。

　

主
な
卒
業
生
と
し
て
、唯
一
写
真
付
き
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
・
森
和

俊（
28
期
）を
筆
頭
に
、
窪
田
登（
1
期
）、
旺
な
つ
き（
室
山
こ
ず
え
）＝

26
期
、水
道
橋
博
士（
小
野
正
芳
）＝
33
期
＝
ら
多
彩
な
顔
触
れ
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
同
窓
会
だ
よ
り 

青
陵
」に
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
す
で
に
登
場

し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、記
事
に
は
植
木
宏
明（
6
期
）、土
倉
莞
爾（
13

期
）、林
正
子（
25
期
）ら
多
く
の
方
々
の
名
前
が
あ
り
、活
躍
ぶ
り
を
今

後
ぜ
ひ
披
露
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。「
青
藍
会
」の
存
在
も
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

青
陵
高
校
の
威
信
を
確
認
す
る
と
同
時
に
、

新
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
文
中
敬
称
略
、編
集
室
）

早島町長の
 中川です

行動自粛を
お願いします

舞台人や劇場支援で有料配信

さ
ん（

26期
） 

主
演
動
画

旺なつき

旺なつきさんの迫力あるステージの
一コマ＝インターネットより

中川真寿男さん（24
期）   

ト
ピ
ッ
ク
ス

『
伝
統
高
校

100 

西
日
本
篇
』に
青
陵
登
場

ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
・
森
和
俊
さ
ん（
28期
）ら
紹
介

青
陵
高
校
が
掲
載
さ
れ
て
い
る『
伝
統
高

校
100 

西
日
本
篇
』の
表
紙自ら町内放送
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青
陵
か
ら
作
家
誕
生
！
　

平

成
31
年
１
月
に
見
事
、
第
14
回
笠

岡
市
木
山
捷
平
文
学
選
奨
短
編

小
説
賞
を
受
賞
し
た
人
が
い
ま

す
。26
期
の
鷲
見（
旧
姓
江
本
）京

子
さ
ん
で
す
。全
国
公
募
の
2
7
6
編
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

木
山
捷
平
文
学

選
奨
は
坪
田
譲
治

文
学
賞
、
内
田
百
閒
文
学
賞
と
並
ぶ
岡
山
県
を
代
表
す
る
文

学
賞
の
一
つ
で
、
い
ず
れ
も
岡
山
県
の
生
ん
だ
有
名
作
家
の

顕
彰
を
目
的
に
全
国
公
募
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
記
事
に
よ
る
と
、受
賞
作『
鞄
の
中
』は
主
人
公
と
、東

日
本
大
震
災
で
何
も
か
も
失
っ
た
姉
の
た
め
に
自
己
犠
牲
も

い
と
わ
な
い「
キ
ミ
エ
」の
生
き
方
を
対
照
的
に
描
い
て
い
ま

す
。選
考
委
員
か
ら「
被
災
し
た
人
や
そ
の
周
囲
の
人
た
ち
の

精
神
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
」と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

真
備
町
を
襲
っ
た
西
日
本
豪
雨
で
多
く
の
友
人
が
被
災
し

た
こ
と
が
執
筆
の
き
っ
か
け
と
な
り
、「
明
る
い
希
望
の
持
て

る
ス
ト
ー
リ
ー
に
」と
、わ
ず
か
１
週
間
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

鷲
見
さ
ん
は「
初
め
て
書
き
上
げ
た
小
説
だ
っ
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。木
山
捷
平
の
故
郷
、
笠
岡
に
は
親
戚
が
あ
り
、
ゆ

か
り
の
地
の
賞
を
い
た
だ
き
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。小
説
家

を
志
し
た
高
校
生

の
こ
ろ
の
夢
に
向

か
っ
て
今
後
も
創

作
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
」と
、喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
年
、
小
学
校
教
諭
を
務
め
粒
江
小
学
校
校
長
を
最
後
に

定
年
退
職
し
ま
し
た
。自
ら
再
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
決
め
週

１
回
、
大
阪
文
学
学
校
に
新
幹
線
通
学
を
始
め
た
直
後
の
朗

報
で
し
た
。仲
間
に「
う
わ
ー
、
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
！
」と

冷
や
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

在
学
中
は
美
術
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。絵
心
と
文
才

の
二
刀
流
・
鷲
見
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　真備町の西日本
豪雨で被災、「感謝
の思い 旋律に」－
という記事が令和
２年３月８日付山
陽新聞に掲載され
ました。被災者の
ピアニスト橋本里
香さん（53期）です。
　記事によれば、
妊娠中だった橋本
さんは真備町の自
宅が床上浸水、夫
と長男と一緒に２階のベランダに避難、ボートで救出さ
れるという遭難寸前の際どい水害に遭遇しました。

　ピアノや楽譜などすべてを失いましたが、演奏家仲間の援助
で１年余り後の同元年秋、大阪で被災後初のソロコンサートを
開き、ステージへの復帰を果たしました。
　同２年３月には地元、倉敷公民館で「ありがとうコンサート」
を開く予定でしたがコロナウイルス禍のため、やむなく中止し
ました。
　橋本さんは大阪芸術大学へ特待生として入学、首席で卒業、
大学院を修了しました。大学在学中、交換留学生としてウィー
ン国立音楽大学で学び、平成21年に大阪と岡山でデビューリ
サイタルを開きました。岡山フィルハーモニック管弦楽団と共
演するなど実績を積み、現在、岡山県演奏家協会、倉敷音楽協会
の各会員として幅広く演奏活動をしています。
　ピアノ歴32年の橋本さんは、本格的な活動に向け「もっとソ
ロの道を深めていきたい」と意欲を燃やしています。
　被災を乗り越えた橋本さんにエールを送りましょう。同じよ
うに被災された多くの同窓生、関係者にも！
□…橋本さんは令和２年10月、倉敷市文化連盟賞の奨励賞を
受賞しました。

　倉敷は伝統的に陶芸家が多く、青陵卒業
生も大勢携わっています。その中の窯のひ
とつ、青陵高校にほど近い羽島焼を訪ねま
した。姉とともに家業を継いだ小河原常美
さん（15期・家庭科）です。
　小さい時から父（虎吉さん＝初代）の仕事
場で遊んで大きくなりましたが、この世界
に入ることは考えていませんでした。「きっ
かけ？　うーん」と言いながら会社勤めの
後、この道に入り47年になります。
　父の作品を手本に〝見様見真似〟で始めた
のです。主に、粘りがあって熱に耐えられる
倉敷の土をこねて、皿や湯のみ、コーヒー
カップなど実用的な食器類を中心に作陶し
ます。受け継いだ灰釉を軸に青や白などはっきりし
た色使いが特徴です。
　６、７月ごろと12月の年２回、窯出し展を開
いて展示・即売をしますが、県内から多く
の焼き物ファンが訪れます。
　登り窯の時代は窯入れの前、３日
分ほどの薪割りをする作業があ
りました。汗だくになり手間
がかかるため15年ほど前

からガス窯に切り替え
ましたが、「温度変化によ
る味わい深い登り窯の作品
にはかないません」と、悔しそう
です。
　「もうひと頑張りしようかな、とは
思いますがね」と言いながら、令和２年４
月には天満屋倉敷店で初の本格的な個展を
開き、花瓶や皿、食器など力作約220点を並べ愛
好家の注目を集めました。
　ベテランにして初の個展には訳があります。父
が外村吉之介さん（倉敷民芸館初代館長）から言わ
れた「個展はするな」「中央（東京）には（作品を）出
すな」との忠告を守ったからです。各方面の賞にも

ほとんど応募していません。
　羽島焼は「ロクロの名人」と言われた虎吉さんが酒津焼か
ら独立、復員後の昭和21年に窯を開いて70年を超えました。
父の死後、姉夫婦と３人で守ってきた羽島焼ですが、後継者は
いないそうです。見方を変えれば、小河原さんの作品の価値は
益々高まるかもしれません。
□…小河原さんは在学中、バドミントン部で中国大会へ出場
しました。ダブルスで山陽女子高の湯木博恵さん（のち世界の
女王）とも対戦しました。

復　活 受　賞祝 木
山
捷
平
文
学
選
奨
短
編
小
説
賞

ピアニスト  橋本里香 さ
　ん（53期）

東
日
本
大
震
災
テ
ー
マ『
鞄
の
中
』

真
備
の
豪
雨
禍
を
乗
り
越
え
た

橋
本
里
香
さ
ん
の
記
事

鷲
見（
旧
姓

江
本
）京
子
さ
　

ん（
26
期
）

  
小
河
原
常
美
さ
　

ん（
15 

期
家
庭
科
）

真
備
の
豪
雨
禍
乗
り
越
え
活
動
再
開

羽
島
焼
の

父
を
見
習
い

47 

年

羽島焼と取り組んで47年
の小河原常美さん＝令和
元年12月

つ   く
     る
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う
わ
ー
！  

会
場
に
一
歩
、

足
を
踏
み
入
れ

る
と
皆
さ
ん
驚
い
て
く
れ
ま
す
。児
島
の
塩
田
王
・
野
﨑
家
別
邸

暇
堂
百
畳
間
に
、
緋
毛
せ
ん
の
段
飾
り
御
殿
雛
30
セ
ッ
ト
を
一

堂
に
ず
ら
り
と
並
べ
る
ん
で
す
よ
。

　

毎
年
３
月
の
雛
ま
つ
り
前
後
、
私
が
名
付
け
た「
お
ひ
な
同
窓

会
」と
い
う
児
島
雛
め
ぐ
り
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
会
場
は
、
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。そ
の

後
、
全
市
に
広
が
っ
た「
倉
敷
雛

め
ぐ
り
」の
魁
と
な
っ
た
ん

で
す
。会
場
は
目
が
く
ら

む
よ
う
な
派
手
な
空
間
で

す
よ
。

　

百
畳
間
の
大
掃
除
を

　古いアルバムをめくっていると、卒業式の日に校門で
撮った写真が出てきました。誰に撮ってもらったか覚えて
いません。可愛い盛りですよ（笑い）。
　雨の日は早高から早島のバス路線に出て通学しまし
た。小学校時代から習字が好きで、熱心な先生がいて自由
参加の書道愛好グループで稽古、帯江（現多津美）中学校時
代も競書大会に出て出品しました。大した賞はもらってい
ませんが、青陵でも書道部
に入っていました。
　遠投が得意だったので
担任の中原先生から「ソフトボール部に入らんか」と誘わ
れましたが、メンバーを見ると体力のある人ばかりで尻込
みして入りませんでした（笑い）。
　中学１年生のころ新聞部に出入りしていました。３年

生部員に溝手博義さ
ん、鴨井昭允さん＝と
もに８期＝がいまし
た。確か、鴨井さんが
「帯中学報」と名付け
たと思います。普通は
「－新聞」でしょう。
「－学報」と名付ける
なんてね、センスの良
さに驚きましたね。
　ソフトボールはあ

きらめましたが、現在はグ
ランドゴルフ三昧です。茶
屋町の３つの老人会合同

で地区の広場に集まります。月曜日から金曜日までほぼ毎
日参加、午前中に４ゲームをこなして帰ります。グランド
ゴルフを楽しみながら仲間とおしゃべり、春夏秋冬、年４
回はこの仲間と昼御飯を食べに出かけます。

し
て
か
ら
段
飾
り
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
念
入
り
に
行
い
ま
す
。人
形
の
顔

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
り
す
る
ん
で
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。準
備
に

約
2
週
間
か
か
り
ま
す
ね
。

　

御
殿
雛
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
提
供
で
す
。昭
和
30
年
か
ら
45
年
ご
ろ
に

家
庭
で
飾
っ
て
い
た
組
み
立
て
式
で
、
非
常
に
精
巧
に
で
き
て
い
ま
す
。こ

れ
は
世
界
に
誇
る
日
本
独
特
の
人
形
文
化
で
す
ね
。

　

期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は「
マ
ン
ド
リ
ン
五
人
囃
子
」の
演
奏
が
聴
け

ま
す
よ
。こ
の
中
に
は
私
の
青
陵
同
期
で
石
井
陽
二
、
平
松
健
三
、
牧
野
博

通
、渡
辺
洋
子
の
4
人
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
て
く
れ
ま
す
。

　

児
島
の
ま
ち
を
に
ぎ
や
か
に

−

と
、
私
が
児
島
お
か
み
さ
ん
会
の
会
長

を
し
て
い
た
平
成
12
年
ご
ろ
、
野
﨑
家
の
ご
協
力
を
取
り
付
け
て
立
ち
上

げ
ま
し
た
。い
わ
ば
イ
ベ
ン
ト
仕
掛
人
で
す（
笑
い
）。

　

か
つ
て
仙
台
で
開
か
れ
た
全
国
お
か
み
さ
ん
交
流
サ
ミ
ッ
ト
の
席
上
、

わ
が
児
島
お
か
み
さ
ん
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、「
や
る
気
賞
」の
ジ
ャ
ン

ボ
こ
け
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
自
治
会
や
婦
人
会
、
地
元
高
校
な
ど
で
児
島
雛
め
ぐ
り
実
行
委

員
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。市
内

外
か
ら
１
日
で
1
6
0
0
人
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。お

か
げ
さ
ま
で
令
和
2

年
に
第
21
回
を
迎
え

ま
し
た
。

　

庭
や
茶
室
の
あ
る

暇
堂
は
日
ご
ろ
は
非
公
開
な
の
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
見
学
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
よ
。ぜ
ひ
、お
見
逃
し
な
く
。

　

青
陵
時
代
は
体
操
部
で
し
た
。短
大
を
卒
業
、
20
歳
で
倉
敷
駅
前
の
時
計

店
か
ら
児
島
味
野
の
同
業
者
に
嫁
い
で
今
は
夫
と
息
子
で
店
を
切
り
盛
り

し
て
い
ま
す
。「
時
子
」と
名
付
け
ら
れ
、
自
分
で
も
勝
手
に
時
計
屋
さ
ん
に

嫁
ぐ
も
の
と
決
め
て
い
た
ん
で
す
。お
か
し
い
で
し
ょ
（
笑
い
）。

　

趣
味
は
結
婚
後
に
始
め
た
仲
人
で
す
。ま
と
め
た
数
は
、
う
ー
ん
30
組
ぐ

ら
い
か
な
あ
。今
は

女
性
が
Ｏ
Ｋ
す
れ
ば

成
立
で
す
ね
。

�（
令
和
２
年
２
月 

談
）

10期　藤原（旧姓安原）久美子

ソフト部に誘われるも尻込み

私の青陵時代 卒
業
式
の
日
に
校
門
で
撮
っ
た
思
い
出
の
１
枚

ま
す

  

ま
す

    

元
気

中
埜（
旧
姓

岡
崎
）時
子 

＝
19
期
＝ 

で
す

同期４人  マンドリン賛助出演

児
島
で
発
案「
倉
敷
雛
め
ぐ
り
」の
魁
に

児島雛めぐりイベントに向けた雛飾りを終えてくつろぐ中埜時子さん
＝野﨑家別邸 暇堂

全国おかみさん
交流サミットで受
けた「やる気賞」
のジャンボこけし
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倉
敷
物
語
館
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？　

美
観
地
区
へ
入
っ
て
す
ぐ
、
大
き
く
右
へ

カ
ー
ブ
す
る
北
の
角
地
に
あ
り
ま
す
。立
派
な
長
屋

門
や
白
壁
の
蔵
が
見
え
ま
す
。一
見
、
映
画
の
セ
ッ
ト

み
た
い
で
す
よ
。

　

平
成
21
年
に

倉
敷
市
が
町

屋
の
旧
東
大

橋
家
住
宅
を

改
修
、
指
定

管
理
者
の
倉
敷
ま
ち
づ
く
り
㈱
が
運
営
し
て

い
る
観
光
施
設
で
す
。観
光
と
ま
ち
づ
く
り

に
興
味
を
持
ち
倉
敷
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う

と
、
こ
の
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
9
年

に
な
り
ま
す
。和
室
や
会
議
室
、多
目
的
ホ
ー

ル
の
貸
室
手
続
き
、イ
ベ
ン
ト
企
画
、観
光
案

内
が
主
な
役
割
で
す
。

　

カ
ル
タ
大
会
や
子
ど
も
備
中
神
楽
、
縁
日

な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
催
し
で
、
四
季
を
地

元
民
が
観
光
客
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。春
、
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
、
夏
休
み
な
ど
年
中
来
客
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
私
と
夫
の
趣
味
で
す
が
、
イ
ン
テ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の「
幻
想
あ
か
り
」に
凝
っ
て

い
ま
す
。紙
と
ア
ク
リ
ル
で
切
子
や
和
傘
を

作
り
、
中
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
照
ら
す
と
和
の
あ

か
り
の
空
間
が
演
出
で
き
ま
す
。

　

作
品
は
毎
年
3
月
に
開
く「
倉
敷
春
宵
あ
か
り
」の

当
館
の
展
示
物
に
登
場
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

出
来
栄
え
を
褒
め
て
く
れ
た
京
都
の
旅
館
に
差
し
上

げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。実
は「
和
あ
か
り
創
造
集
団 

倉
敷
光
作
所
」と
し
ゃ
れ
た
名
前
で
こ
っ
そ
り
自
営

を
や
っ
て
い
ま
す（
笑
い
）。

　

青
陵
時
代
の
部
活
？　

卓
球
部
の
ほ
と
ん
ど
幽
霊

部
員
、
運
動
会
は
走
る
の
が
得
意
で
な
い
の
で
応
援

部
員
で
し
た
ね
。同
期
会
は
ま
だ
開
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

青
陵
生
制
作　
ジ
オ
ラ
マ
展
示

　

そ
れ
よ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
が
あ
る
ん
で
す

よ
。館
内
に
青
陵
生
の
作
っ
た
美
観
地
区
の
ジ
オ
ラ

マ
を
今
月
か
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。1
年
1
組
が
令

和
元
年
9
月
の
青
陵
祭
で
作
っ
た
も
の
で
、
縦
横
と

も
に
2
㍍
あ
り
ま
す
。美
観
地
区
を
含
め
鶴
形
山
か

ら
南
部
を
見
下
ろ
し
た
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
す
。

あ
っ
倉
敷
物
語
館
は
、
こ
こ
で
す
ね
。正
月
明
け
の

１
月
中
旬
ま
で
飾
り
ま
す
。観
光
客
は「
よ
く
調
べ

て
精
巧
に
作
っ
た
な
」と
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す
ね
。　

　

皆
さ
ん
、
倉
敷
物
語
館
へ
一
度
立
ち
寄
っ
て
く
だ

さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

（
令
和
元
年
10
月 

談
）

須
山（
旧
姓

森
脇
）寛
子 

＝
47
期
＝ 

で
す

「幻想あかり」を作りイベントに

物
語
館
か
ら
倉
敷
の
魅
力
を
発
信

　後日談があります。
　青陵祭で美観地区のジオラマを制作した青陵高校
生が令和元年12月７日、テレビのニュース番組に出演
しました。
　１年１組の男子生徒２人が、展示中の倉敷物語館で
ジオラマ制作の目的や苦労を話し、活動ぶりをアピー
ルしました。

後
輩
の
ジ
オ
ラ
マ
の
力
作
を
眺
め
る
須
山
寛
子
さ
ん

美
観
地
区
の
観
光
案
内
の
拠
点
、

倉
敷
物
語
館

美観地区のジオラマを作ってテレビ出演した青陵高校生
＝テレビ画面より

後　　　　　　　　　日　　　　　　　　　談

こ
ん

 

に
ち
は

美観地区のジオラマ

　青陵生がテレビ出演
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本
日
は
人
権
学
習
推
進
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。早
高
の
佐
藤
と
申
し
ま
す
。

　

10
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
か
、
当
時
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し
て
、

山
陽
新
聞
な
ん
で
す
が
。新
聞
社
に
は
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
人
が
研
修
、見
学
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
来
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
時
、
研
修
室
に
行
く
と
東
陽
中
学
校
の
生
徒
が
14
、
5
人
来
て
お

ら
れ
ま
し
て
、「
こ
り
ゃ
あ
え
え
わ
」と
張
り
切
っ
て
自
己
紹
介
を
し
た
ん

で
す
ね
。「
私
は（
東
陽
中
学
校
区
の
）豊
洲
小
学
校
出
身
で
早
高
で
す
」と

言
っ
た
途
端
に
、
あ
る
生
徒
が「
早
沖
で
す
か
？
」と
勝
手
に
翻
訳
を
し
て

く
れ
ま
し
て
ね
。「
学
校
の
中
は
ど
う
な
っ
て
ん
の
か
な
あ
、
早
高
も
早
沖

も
区
別
が
つ
い
て
な
い
の
か
」と
び
っ
く
り
し
て
軽
い
脳
震
と
う
が
起
き

ま
し
た（
笑
い
）。ま
あ
、早
高
の
知
名
度
が
高
く
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
え
。

　

と
い
う
こ
と
で
本
題
に
入
り
ま
す
。「
報
道
と
人
権
」と
い
う
こ
と
で

す
が
、
要
す
る
に「
マ
ス
コ
ミ
、
新
聞

は
ど
の
よ
う
に
人
権
を
守
っ
て
い
る

か
、
寄
り
添
っ
て
い
る
か
」と
い
う
こ

と
を
、取
材
、紙
面
づ
く
り
を
通
し
て

具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
聞
は
明
治
3
年
、
横
浜
の
生
ま
れ
で
あ
り
ま
す
。日
刊
新
聞
の
第
１

号「
横
浜
毎
日
新
聞
」が
誕
生
し
た
年
で
す
が
、
こ
れ
を
基
準
に
し
て
い
ま

す
。山
陽
新
聞
は
こ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
明
治
12
年
に
創
刊
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
今
年
1
4
0
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
入
社
し
た
昭
和
46
年
、
1
9
7
1
年
の
こ
ろ
の
事
件
・
事
故
の
記

事
の
中
に「
前
科
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。前
、後
ろ
の「
前
」、科
目

の「
科
」と
書
く
ん
で
す
が
、
も
う
若
い
人
は
初
め
て
聞
く
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。刑
事
ド
ラ
マ
の
台
詞
で
も
最
近
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
ね
え
。

　

前
科
と
い
う
の
は
す
で
に
罪
を
償
っ
た
人
な

ん
で
す
が
、「
住
所
不
定
、
前
科
3
犯
、
無
職
○
○

○
○
を
逮
捕
し
た
」と
い
う
よ
う
な
書
き
方
を
し

た
ん
で
す
ね
。要
す
る
に
、犯
罪
履
歴
を
も
う
一
度
活
字
に
す
る
か
、と
い

う
話
で
す
。

　

私
が
入
社
し
て
10
年
後
ぐ
ら
い
に
、「
前
科
」と
い
う
言
葉
は
記
事
か
ら

消
え
ま
し
た
。新
聞
社
が
消
し
た
ん
で
は
な
い
ん
で
す
ね
、
警
察
が
発
表

し
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。警
察
も
人
権
に
配
慮
し
た
ん
で
し
ょ
う
。警
察

が
発
表
し
な
い
以
上
、新
聞
記
事
に
は
書
け
ま
せ
ん
。

　

自
殺
の
記
事
も
そ
の
前
後
に
掲
載
し
な
く
な
り
ま
し
た
。公
的
な
立
場

に
あ
る
政
治
家
な
ど
を
除
い

て
、
現
在
は
記
事
に
し
て
い
ま

せ
ん
。た
だ
、
よ
く
注
意
し
て

記
事
を
読
ん
で
い
る
と
、
列
車
事
故
の
場
合
、「
男
性
が
電
車
と
接
触
し

た
」と
か「
女
性
が
線
路
の
中
に
入
っ
た
」と
か
、
そ
う
い
う
事
件
を
に
お

わ
せ
る
よ
う
な
表
現
に
と
ど
め
て
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
24
、
5
年
前
ま
で「
合
格
者
の
発
表
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

た
。県
立
高
校
全
部
、大
学
は
国
立
、公
立
、私
立
の
ほ
と
ん
ど
で
す
。秋
ご

ろ
か
ら
翌
年
4
月
の
入
学
式
直
前
ま
で
毎
日
載
り
ま
し
た
。

　

新
聞
の
側
か
ら
言
う
と
ね
、
お
い
し
い
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で

す
が
、
こ
れ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。あ
る
き
っ
か
け
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。高
梁
市
の
高
校
生
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
る
ん
で
す

が
、「
も
う
や
め
て
ほ
し
い
」と
い
う
投
書
を
新
聞
社
に
出
し
た
ん
で
す

よ
。山
陽
新
聞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、全
国
紙
で
し
た
。

　

こ
れ
が
通
っ
た
ん
で
す
ね
。こ
れ
を
機
に
全
国
の
新
聞
が
あ
っ
と
い
う

間
に
掲
載
を
や
め
ま
し
た
。新
聞
社
っ
て
、
す
ん
な
り
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
ん
で
す
が
ね
、言
っ
て
み
る
も
ん
で
す
ね（
笑
い
）。

　

う
ま
く
合
格
し
た
人
は
新
聞
に
名
前
が
載
っ
て
う
れ
し
い
ん
で
す

が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
人
は
気
の
毒
で
す
よ
ね
。昔
な
ら
井
戸
端
会

議
、
今
な
ら
ス
ー
パ
ー
の
立
ち
話
で
す
か
、「
あ
そ
こ
の
子
は
○
○
の
学

校
に
名
前
が
あ
っ
た
け
ど
、
ど
こ
そ
こ
の
子
は
名
前
が
な
か
っ
た
。ど
こ

へ
い
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
？
」と
い
う
ね
、
噂
話
で
盛
り
上
が
る
ん
で
す

が
、
大
き
な
お
世
話
で

す
よ
ね（
笑
い
）。

　

最
近
の
話
を
し
ま

し
ょ
う
。7
月
18
日
、
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
会
社
で
大
変
悲
惨

な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。ビ
ル
１
棟
丸
ご
と
放
火
殺
人
と
い
う
前
代
未
聞

の
出
来
事
で
し
た
。こ
の
事
件
で
当
初
35
人
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
犠
牲
者
の
名
前
を
発
表
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
話
で
す
。京
都
府

警
は
7
月
の
末
に
ま
ず
10
人
の
名
前
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
は
遺
族
の

了
解
が
得
ら
れ
た
人
で
す
。8
月
の
末
に
残
り
25
人
の
名
前
を
発
表
し
ま

し
た
。こ
の
中
に
は
遺
族
が
了
解
し
た
人
、
し
て
な
い
人
の
両
方
が
あ
り

ま
し
た
が
警
察
が
押
し
切
っ
た
よ
う
で
す
。

　

普
通
、
警
察
は
名
前
の
発
表
を
機
械
的
に
行
う
ん
で
す
が
、
今
回
の
京

都
府
警
の
対
応
は
実
に
慎
重
で
丁
寧
で
し
た
。警
察
が
こ
ん
な
対
応
を
す

る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　

事
件
が
あ
ま
り
に
も
悲
惨
だ
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
だ
と
思
い
ま

す
。今
後
ど
う
対
応
す
る
か
、
各
県
の
警
察
の
内
部
で
も
意
見
が
分
か
れ

て
い
ま
す
。新
聞
は
ど
う
か
。新
聞
は
今
ま
で
通
り
名
前
を
発
表
し
て
も

ら
い
た
い
。事
件
の
加
害
者
、被
害
者
、犠
牲
者
の
固
有
名
詞
は
記
事
の
核

心
部
分
で
す
。こ
れ
が
な
い
と
気
の
抜
け
た
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
記
事
に

な
り
ま
す
。読
者
は
ど
う
か
。知
る
権
利
が
奪
わ
れ
た
と
言
う
で
し
ょ
う

ね
。逆
に「
こ
ん
な
悲
惨
な
事
件
な
ん
で
、
も
う
名
前
の
発
表
は
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
？
」と
い
う
同
情
論
が
あ
り
ま
す
。遺
族
は
ど
う
か
。「
こ
の
よ

う
な
悲
惨
な
事
件
は
二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な
い
。○
○
に
は
悪
い
が
新

聞
に
名
前
を
載
せ
る
こ
と
で
事
件
の
事
実
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
い
う
前
向
き
な
人
も
い
れ
ば
、「
も
う
勘
弁
し
て
ほ
し
い
」と
い

う
遺
族
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
立
場
や
考
え
方
に
よ
り
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。今

後
、ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か
、警
察
と
新
聞
の
対
応
、世
論
の
動
向

が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
例
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
新
聞
は
社
会
の

動
き
を
に
ら
み
、
記
事
の
微
調
整
を
し
な
が
ら
人
権
に
配
慮
し
た
新
聞
づ

く
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
新
聞
は
ど
の
よ
う
に
人
権
に
寄
り
添
っ
て
い
る
か
」

　報 道 と 人 権 −

元
山
陽
新
聞
記
者   

佐
藤
豊
行
さ
　

ん（
18
期
）

　毎年恒例の東陽中学校区人

権学習推進委員会主催「弁論の

会」が令和元年12月７日、茶屋

町公民館で開かれ、講師の一人

に元山陽新聞記者で本紙「同窓

会だより 青陵」編集主幹・佐藤

豊行さん（18期）が招かれまし

た。佐藤さんは「報道と人権」と

題し、「新聞はどのように人権

に寄り添っているか」という趣

旨で、極めて身近な例を挙げな

がら約120人の参加者を前に熱

のこもった話を展開しました。

「
前
科
」、自
殺
記
事
、合
格
者
発
表
や
め
る

犠
牲
者
の
名
前
掲
載
　い
ま
是
非
論
議

　［略歴］さとう・とよゆき　倉敷市生まれ。立命館大学法学
部を卒業後、山陽新聞社に入社、記者として38年間にわたり
取材・編集に携わる。定年退職後、衆議院議員秘書、倉敷市情
報公開・個人情報保護審議会委員、岡山県男女共同参画審議
会委員などを務める。「同窓会だより 青陵」は第44号から編
集主幹。編著書５冊。映画出演２本。

講　演

講演する佐藤豊行さん＝茶屋町公民館
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　実は昨年の今ごろ予定していた講
演なんですが、倉敷の７月豪雨で１
年延期になりました。今日も午前中、
岡山県スケート連盟の総会があり、
強化選手をどう選ぶかという話にな
り、活躍した選手の表彰式もありま
した。
　ということで時間がなく、パンを
かじりながらこの会場へ滑り込みま
した（笑い）。まあ、ここは町内会
みたいなもんですから気楽にしゃべ
らせていただきます。
　私は健康維持の特別な運動はして
いません。生活の中で、ついでにで
きることを実践しています。
　朝起きる前に布団やベッドで体の
アイドリングをします。仰向けに
なって上に向けた両手足をぶらぶら
させるゴキブリ体操、真っ直ぐ伸ば
した体を左右に大きく動かすダンゴ
虫、ネコの伸びのように上半身を思
いっきり伸ばす運動がいいですね。
　できるだけ歩くようにしていま
す。この会場の５階までエレベー
ターに乗らず階段を上がりました。よくイオンに買い物に行
きます。買い物をする前に店の中をウオーキングします。前
を歩いている人を次々追い抜くんですね。早歩きと快感が得
られます。
　よく走ります。まだ教員（小学校）を続けていますが、廊
下を「先生、走っとる」と言われ、「先生は別！」「今、救急車！」
と言って言い逃れをします（笑い）。
　子どもを見ていると無駄な動きが多いんですよ。この無駄
な動きがいいトレーニングなんですね。私の〝先生〟は実は
子どもです。私もね、縄跳びの二重跳びと逆上がり、フラフー
プができなくなったら先生を辞めようと思っています。
　立ち話をします。その時に片足で１分、つま先立ちをします。
学校でも、校長先生の話って長いんでね（笑い）、この時、こっ
そりつま先立ちをします。
　車の運転中、信号待ちがあるでしょう。それぞれの足を外側、
内側に曲げる小さな運動をします。また、頭上で両手を合わ

せた後、体の側面で（風車のように）それぞれの
手を逆方向にぐるぐる回します。これで両脇の筋
が５歳若返りますよ。両手を後ろへそらして肩甲
骨をくっつける運動もいいですよ。これ、〝健康の
コツ〟です（笑い）。
　私はおいしい餃子を取り寄せて食べています。
周りの人が「いいな」と言ってくれれば赤い服も
着ます。元気になれますね。年３回ぐらい山登り
をして日常と違った空間と時間をつくります。
　倉敷の学校給食はバランス良く作られています。
決まった時間に食べられるので健康的です。
　脳トレも大切です。心のケアとしてしゃべった
り読んだり、計算したりね。
　気にするのは年齢や体重、血圧ではなく筋肉量
と骨量を落とさないようにすることです。日常の
わずかな実践と学校給食のおかげで私の体脂肪率
は（男性並みの） 18％、今がベストの体形です。
　今できることをマイペースで楽しく続けること
です。あきらめず自然体で取り組んでください。
　私は教職で稼いでスケートにつぎ込んできまし
たが（笑い）、今後の目標は髙橋大輔、田中刑事の
両選手に続く３人目の五輪選手を育てること。10
年仕事ですね。それともっと多くの大人にスケー
トを体験してもらうことです。
　髙橋選手がバンクーバー五輪で銅メダ
ルを獲った時のように、輝ける瞬間を目
指して楽しい人生を送ってください。

− 生 涯 現 役 術　 講　演
五輪メダリスト髙橋大輔選手らを育てた

名コーチ 佐々木美行 さ
   ん（26期）

生
活
の
中
で
体
操
や
歩
行
を

気
分
転
換
や
脳
ト
レ
　

マ
イ
ペ
ー
ス
で

教
え
子
の
髙
橋
大
輔
さ
ん（
手
前
右
）と
田
中
刑
事
さ
ん
と
の
３
シ
ョ
ッ
ト
＝
平
成
18
年
１
月（
山
陽
新
聞
よ
り
）

講演する佐々木美行さん＝
くらしき健康福祉プラザ

　［
略
歴
］さ
さ
き
・
み
ゆ
き
　
倉
敷
市
生
ま
れ
。岡

山
大
学
時
代
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
と
し

て
活
躍
し
た
。小
学
校
教
諭
の
傍
ら
、
平
成
5
年
、

倉
敷
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
設

立
。現
在
ま
で
26
年
に
わ
た
り
後
進
の
指
導
を
続
け

髙
橋
大
輔
選
手
ら
２
人
の
五
輪
選
手
を
育
て
た
。岡

山
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
、岡
山
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟

フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

　

男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
初
の
五
輪

メ
ダ
リ
ス
ト
髙
橋
大
輔
選
手（
倉
敷
市
出

身
）ら
を
育
て
た
名
コ
ー
チ
佐
々
木
美
行

さ
ん（
26
期
）の
講
演
会
が
、
令
和
元
年
７

月
28
日
、
く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
ま
し
た
。「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を

育
て
た
コ
ー
チ
が
実
践
！  

生
涯
現
役
術
」

と
題
し
て
、
約
1
5
0
人
の
聴
衆
を
前
に

１
時
間
に
わ
た
り
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
分
か

り
や
す
く
軽
や
か
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
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令
和
２
年
は
３
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
苦
し
め

ら
れ
、
通
常
で
は
な
い
行
動
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。休
校
が
続
き
不
安

を
感
じ
る
生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
。生
徒
の
楽
し
み
で
あ
る
球
技
大
会

や
修
学
旅
行
、
部
活
動
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。部
活
動
で
は

全
国
大
会
も
開
催
さ
れ
ず
、
３
年
生
は
後
輩
た
ち
に
そ
の
勇
姿
を
応
援

し
て
も
ら
う
こ
と
な
く
、
高
校
部
活
動
の
区
切
り
を
迎
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
で
し
た
が
、
2
0
2
0
青
陵
祭
は
逆
境
か
ら
立

ち
上
が
ろ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
た
テ
ー

マ「
雲
外
蒼
天
」の
も
と
で
開
催
し
ま
し

た
。決
行
を
決
め
て
か
ら
当
日
ま
で
、
感
染

症
対
策
を
考
え
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
運
営
し
た
生
徒
の
姿
に

は
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。例
年
は
歓
声
の
上
が
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
お
互
い
の
距
離
感

を
保
ち
な
が
ら
静
か
に
始
め
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
各
イ
ベ
ン
ト
で
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
あ

り
ま
し
た
。体
育
館
に
は
大

型
冷
房
装
置
を
設
置
し
て

も
ら
い
、常
時
換
気
を
し
た

状
況
で
例
年
よ
り
も
涼
し

く
開
催
で
き
ま
し
た
。体
育

の
部
で
は
、応
援
席
の
拡
大

と
テ
ン
ト
の
増
設
で
熱
中
症
・
感
染
症
対
策
を
行
い
、伝
統
の
ブ
ロ
ッ
ク

演
技
も
工
夫
し
た
や
り
方
で
行
い
ま
し
た
。例
年
よ
り
縮
小
し
た
青
陵

祭
に
な
り
ま
し
た
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
ら
が
行
事
を
考
え
て
運
営
し
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち

は
充
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
常
生
活
に
役
立
つ
考
え
、
行
動
に
つ
な
が
り
、
生
徒
た
ち
を
支
え
て

く
れ
る
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
日
常
生
活
が
安

心
し
て
送
れ
る
時
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
、
学
校
生
活
で
で
き
る

こ
と
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　令和元年度は、前年度よりも16人増加し、244人（現浪込み）
が国公立大学に合格しました。難関大学・医歯薬の合格者数は45
人で、特に医学部医学科には岡山大学をはじめ４人が合格しまし
た。生徒の志望を高めそれを貫かせる進路指導の成果と考えてい
ます。
　現在、前年度からの入試改革の混乱に加え新型コロナ禍も相
まって、例年夏には出揃う各大学の入試要項すら確定しない非常
事態が続いています。「大学入学共通テスト」は、２つの日程（特例
追試を除く）での実施が決まりました。
　青陵高校では、現状で授業進
度等の遅れがないことや、第２
日程では国公立出願や前期試
験までの準備期間が極端に短
くなること、私立大学の入試に
影響することなど諸条件を検
討し、原則１月16日、17日での
受験を考えています。

　資格・検定試験や各種コンテスト、部活
動の諸大会の多くが中止になり、本年度
の入試では特例措置などが講じられる
ケースも多くなっています。入試日程の公表も遅れ、感染予防対策
が必要となる面接などの試験の実施形態がいまだ「検討中」の大学
も多くあります。
　横浜国立大学が個別試験を実施しないことは大きなニュースと
なりましたし、地元岡山大学でも総合型入試（従来のＡＯ入試）等
で変更点があります。これまで以上に各大学のホームページ等で
最新の情報を収集する姿勢が必要となります。
　さらに、先日「JAPAN e-Portfolio」の運用停止というニュースが
流れました。誤解のないようお願いしたいのですが、受験への利活
用を予定していた一システムが廃止となっただけで、入試におけ
る主体性評価がなくなったわけではありません。主体的学習態度
を多面的に評価するねらいで、一般入試でも「活動報告書」等を要
求する大学は増えています。
　青陵高校では、引き続きポートフォリオを記録する指導を行っ
ています。高質な学力の養成を中心に、どのような状況下でも自分
の力を発揮でき、志望を実現できるたくましい生徒になるよう進
路指導の充実に努めてまいります。
　ＯＢ・ＯＧの皆様には、引き続きご理解、ご支援の程よろしくお
願いいたします。

 

国
公
立
に
16
人
増
の
244
人

２
０
２
０
年
入
試

主
な
合
格
大
学

�

（
既
卒
含
む
）

進路指導課長　田中　誠一郎

生　

活

進　

路

国
立�

北
海
道
大
…
…
…
…
2

東
北
大
…
…
…
…
…
1

お
茶
の
水
女
子
大
…
1

東
京
大
…
…
…
…
…
1

東
京
工
業
大
…
…
…
1

一
橋
大
…
…
…
…
…
1

横
浜
国
立
大
…
…
…
2

京
都
大
…
…
…
…
…
5

大
阪
大
…
…
…
…
…
11

神
戸
大
…
…
…
…
…
2

奈
良
女
子
大
…
…
…
3

岡
山
大
…
…
…
…
…
71

広
島
大
…
…
…
…
…
7

香
川
大
…
…
…
…
…
18

愛
媛
大
…
…
…
…
…
15

九
州
大
…
…
…
…
…
15

私
立�

慶
応
大
…
…
…
…
…
1

中
央
大
…
…
…
…
…
8

東
京
理
科
大
…
…
…
4

明
治
大
…
…
…
…
…
7

早
稲
田
大
…
…
…
…
8

青
山
学
院
大
…
…
…
2

立
教
大
…
…
…
…
…
4

津
田
塾
大
…
…
…
…
1

同
志
社
大
…
…
…
…
30

立
命
館
大
…
…
…
…
58

関
西
大
…
…
…
…
…
22

関
西
学
院
大
…
…
…
23

近
畿
大
…
…
…
…
…
50

岡
山
理
科
大
…
…
…
42

川
崎
医
療
福
祉
大

…
…
32

清
心
女
子
大
…
…
…
55

東大１、京大５、岡大71人

早慶東理13、関関同立133人

共
通
テ
ス
ト  

１
月
16
、17
日
挑
戦

コ
ロ
ナ
禍
で
休
校
、修
学
旅
行
や
部
活
に
影
響

縮
小
青
陵
祭 「
雲
外
蒼
天
～
逆
境
か
ら
の
挑
戦
～
」

生徒指導課長　広瀬　洋介

青
陵
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
テ
ー
マ
を
描
く
書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

＝
令
和
２
年
９
月
２
日

（
令
和
２
年
度
学
校
要
覧
よ
り
）
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岡
山
県
議
会
議
員
に
県
政
の
課
題
を
た
だ
し
、
若
者
ら
し

い
建
設
的
な
政
策
を
提
案
す
る「
高
校
生
議
会
」が
令
和
元

年
12
月
17
日
、
県
議
会
本
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。県
議

会
が
選
挙
の
18
歳
投
票
率
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
、
18
年
ぶ
り

に
開
き
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
県
内
20
校
か
ら
約
1
3
0
人
、
青
陵
か
ら
は

1
、
2
年
生
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。各
校
の
代
表
者
が

次
々
登
壇
、
堂
々
と
論
陣

を
張
り
ま
し
た
が
、
そ
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
青
陵

生
が
担
い
ま
し
た
。

　

１
年
三
橋
未
來（
み
つ

は
し
・
み
く
）さ
ん
が「
岡
山

県
無
電
柱
化
推
進
計
画

の
意
義
と
電
柱
の
減
少

予
想
、
そ
の
予
算
」、
再
質

問
と
し
て
、
同
武
部
好
珠（
こ
の
み
）さ
ん
が「
無
電

柱
化
の
優
先
着
手
区
間
終
了
後
の
工
事
施
行
基

準
」に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
同
石
原
美
海（
み
み
）さ
ん
が「
西

日
本
豪
雨
の
小
田
川
工
事
未
了
期
間
の
水
害
対
策
」に
つ
い

て
堂
々
と
熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。

　

県
議
会
の
市
村
仁（
じ
ん
）土
木
委
員
長
が
3
人
の
質
問
に

対
し
、「
円
滑
な
通
行
と
景
観
形
成
の
た
め
で
す
。優
先
着
手

区
間
を
10
年
計
画
で
行
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
約
9
0
0

本
を
撤
去
し
ま
す
。予
算
は
無
電
柱
化
の
方
法
に
よ
る
の
で

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
低
コ
ス
ト
化
を
議
論
し
ま
す
」「
社

会
情
勢
を
勘
案
し
て
整
備
区
間
を
決
め
ま
す
」「
水
位
計
や

河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
増
設
、
水
位
情
報
や
河
川
の
様
子
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
対
策
を
考
え

て
い
き
ま
す
」と
い
う
真
剣
な
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
質
問
は
、傍
聴
席
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
か
け
た
出

場
校
の
生
徒
や
先
生
ら
の
共
感
を
得
ま
し
た
。こ
の
日
の
青

陵
生
は
議
会
の
ル
ー
ル
を
実
地
に
学
び
、社
会
の
仕
組
み
の

一
端
を
体
験
し
た
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

□
…
学
年
は
当
時
で
す
。

　
「
戦
氣
」の
新
し
い
旗
の
も
と
で
精
進
し
て
く
だ
さ

い

−

と
、
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
の
集
い
、
青
陵
剣
友
会（
田
中

伸
幸
会
長
・
7
期
）は
、令
和
元
年
12
月
22
日
、武
道
場

で
部
旗
更
新
贈
呈
式
を
行
い
、
新
調
し
た
部
旗
を
現

役
部
員
に
贈
り
ま
し
た
。

　

25
年
前
に
作
っ
た
部
旗
が
最
近
、
傷
み
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
剣
友
会
で
相
談
、
早
速
新
調
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

式
に
は
Ｏ
Ｂ
、
現
役
部
員
ら
12
人
が
出
席
し
ま
し

た
。世
話
を
し
た
Ｏ
Ｂ
渡
辺
英
気
さ
ん（
26
期
）が
経

緯
を
説
明
し
た
後
、
有
門
知
優

（
あ
り
か
ど
・
ち
ひ
ろ
）主
将
＝
2

年
生
＝
に
部
旗
を
手
渡
し
ま
し

た
。有
門
主
将
が「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。11
月
の
新
人

戦
で
は
良
い
結
果
を
残
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
は
新
し
い

旗
に
恥
じ
ぬ
よ
う
頑

張
り
ま
す
」と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

新
し
い
旗
は
縦

1
9
0
㌢
、横
2
9
5

㌢
で
す
。
前
の
旗
と

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で

す
が
、
ダ
イ
ダ
イ
色

か
ら
濃
紺
地
に
変
え
白
抜
き
で
大
き
く「
戦
氣
」と

書
き
、
校
章
と
剣
道
部
の
名
前
を
入
れ
て
い
ま
す
。

前
の
旗
の「
闘
魂
」を
一
新
し
ま
し
た
。製
作
費
は

6
万
6
0
0
0
円
で
す
。

　

部
旗
は
試
合
会
場
で
は
規
定
に
よ
り
掲
示
で
き
な

い
の
で
、常
時
武
道
場
に
掲
げ
ま
す
。

　
「
戦
氣
」を
揮
毫
し
た
顧
問
の
小
脇
友
洋
先
生
は

「
私
の
好
き
な
言
葉
で
、剣
豪
宮
本
武
蔵
の
書
物
の
中

に
あ
り
ま
す
。流
れ
る
水
に
も
月
影
は
動
か

な
い
、
つ
ま
り
動
じ
な
い
心
構
え
と
い
う
意

味
で
す
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　青陵高校へは22年間通いました。
　倉敷高等女学校（倉女）へ入学、男女共
学を経験することなく青陵２期生とし
て卒業（６年間）しました。長じて、岡山
県の高校国語教師となり、最後に母校へ

勤務（16年間）、生徒と教師を合わせた年数がこう
なります。
　一番「仕事をした」と自負できるのは、編集長と
して「創立80周年記念写真資料集」をまとめたこ
とです。「校誌・青陵」の創刊10周年記念号と14号
に「記念誌のできあがるまで」を載せました。
　特徴の一つは校庭の樹木調査です。生物部に依
頼したところ、顧問と部員は一本一本を蚊の猛襲
と闘いながら、カウンターを手に総本数を調べ上
げました。なんと2160本あり、その分布図を記念
誌の扉ページに入れました。表紙は黒、ヒロム杉
のデザインを白抜きにしました。斬新！ 美術担当
の編集員の作でした。

　当時のエピソードですが、私が授業中に、雑談で校内の
樹木のことを話したせいか、昼休みに男子生徒が、旧同
窓会館の横にあった樹（き）の回りを「伐（き）るな！伐る
な！」とデモ行進してました。その樹は伐られるのを免れ
たとか…。

　2006年、「学校の木」（吉備人出版）が上梓さ
れ、青陵の木も「伝統を形にしたもの」として取り
上げられています。玄関前の植え込みには、80周
年の記念事業で「十三本の松」の記念碑が建立さ
れました。碑文を書いたのは私です。良くも悪く
も当時の私の字です。
　そして今、87歳、思わぬ高齢となりました。私たち
２期生女子は、傘寿の最後の同窓会を７年前に開
催したところ、全国から92人が馳せ参じました。
　私は65歳で夫と死別、二十余年のひとり暮
らしです。ピアノ、水泳、料理、洋裁、着物の着付
け、パソコン、マジックなど、「教える」側から「教
わる」側の楽しさを味わいました。
　77歳で脳梗塞発症、以後、骨折を繰り返し、自分
の体を御すことが難しくなりました。
　でも幼い頃からの憧れのピアノは続けてい
て、脳トレを意識し、練習は毎日欠かしません。月
２回は先生に自宅まで来ていただき、レッスンを
続けています。年１回のピアノ発表会は市立美術
館３階講堂です。最高齢として病後も連続11回出
演しています。

　時に弱音を吐いては教え子さんたちに、「先生が目標
よ」と背中を押されます。プラス思考を心がけています。
　時代は変遷、機器の発達は目まぐるしく、ＩＴ社会は高
齢者には適応しにくいです。「遥けくも遠く来つるものか
な」−。土佐日記の紀貫之の感慨と同じです。
　日本で最初にトーキー映画を作った監督で、俳人でも
あった五所平之助の句で締めくくります。私の好きな句
です。
　「生きることは一筋がよし寒椿」

寄　

稿

鴨川（旧姓
吉田）恵美子

＝国語、２期卒業生＝

在
学
６
年
、母
校
勤
務
16
年

毎
日
ピ
ア
ノ
、発
表
会
に
出
演

毎
日
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
に
励
む

鴨
川
恵
美
子
先
生
＝
平
成
21

年
、自
宅

青
陵
生
３
人  

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
質
問

無
電
柱
化
推
進
、水
害
対
策
で
論
陣

岡
山
県
高
校
生
議
会

青陵生がトップバッターで質問した岡山県
高校生議会＝令和元年12月18日付山陽新聞

剣
道
部
旗
を
新
調「
戦
氣
」 

剣
友
会

贈　

る

部
活
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

剣
友
会
か
ら
贈
ら

れ
た
新
し
い
部
旗

部
旗
更
新
贈
呈
式
に
出
席
し
た

Ｏ
Ｂ
、現
役
部
員
ら
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［
転
　
任
］

岡
山
城
東　

教　
　

頭	

金
井　

庸
記
（
二
三
年
〜
）
芸　

術　
主
幹
教
諭

高　
　

梁　

主
幹
教
諭	

西
森　

裕
子
（
二
一
年
〜
）
国　

語　

教　

諭

岡
山
朝
日　

教　
　

諭	

木
村　

淳
二
（
二
一
年
〜
）
理　

科　

教　

諭

岡
山
後
楽
館　

教　
　

諭	

尾
﨑　

基
文
（
二
九
年
〜
）
理　

科　

教　

諭

倉
敷
商
業　

教　
　

諭	

前
花　

直
哉
（
二
〇
年
〜
）
保
健
体
育　

教　

諭

岡
山
城
東　

主　
　

任	

中
島　

佳
美
（
三
〇
年
〜
）
事　

務　

主　

任

［
着
　
任
］

主
幹
教
諭　

国　
　

語	

中
原　

晋
介
（
倉
敷
市
教
委
）

教　
　

諭　

理　
　

科	

田
中　
　

武
（
高　
　

梁
）

教　
　

諭　

理　
　

科	

外
川　

博
幸
（
玉　
　

島
）

教　
　

諭　

保
健
体
育	

佐
藤　

朋
信
（
玉
野
商
工
）
青
陵
55
期

教　
　

諭　

芸　
　

術	

西
川
紗
絵
子
（
健
康
の
森
支
援
）

事
務
部
長　

事　
　

務	

大
崎
美
由
紀
（
早
島
支
援
）

［
退
　
職
］

教　
　

諭　
青
陵
高
教
諭
か
ら

再
任
用
教
諭
へ	

大
橋　

賢
二
（
二
八
年
〜
）
英　

語

教　
　

諭	

水
川　

俊
昭
（
三
〇
年
〜
）
芸　

術

事
務
部
長	

中
務　
　

進
（
三
〇
年
〜
）
事　

務

　わが国２度目の五輪、2020年東
京五輪（７月～８月）は、目前に迫っ
た同年３月、世界に蔓延したコロナ
ウイルス禍のため、やむなく翌年に
延期となりました。延期は史上初の
ことで、期待した国民や出場を目指
したアスリートには、とても残念な
成り行きとなりました。
　そこで、56年前の前回東京五輪
にちなむ話題を紹介しましょう。
　期間中、各国の選手と歌声を通
じて交歓した人が青陵ＯＢにいま
す。８期の大崎卓（たく）さんです。
　五輪会場外で貢献した大崎さん
の活躍ぶりが、令和元年の朝日新聞

夕刊に連載「東京五輪物語－文化交
流」として紙面を大きく飾りました。
　記事によれば、東京での学生時
代、新宿の歌声喫茶「灯」（ともしび）
で、「声がいい」とスカウトされ、ス
テージリーダーを務めました。各国
の選手のリクエストに応え、3000
曲のレパートリーを駆使して世界
の民謡を、その国の言葉で披露する
と大歓声が上がったそうです。
　多くの選手や関係者が訪れまし
たが、大崎さんは「イタリアの選手
が来た時が一番盛り上がりまし
た。五輪の思い出は競技より歌声で
すね」と懐かしんでいました。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
夏

の
甲
子
園
に
つ
な
が
る
全
国

高
校
野
球
岡
山
大
会
が
中
止

に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
夏

季
岡
山
県
大
会
が
令
和
２
年

７
月
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　

青
陵
は
１
回
戦
、
初
回
か

ら
好
調
な
打
線
が
得
点
を
重

ね
、
勝
山
に
六
回
コ
ー
ル
ド

勝
ち
し
ま
し
た
。
２
回
戦
は

甲
子
園
出
場
経
験
の
あ
る
玉

島
商
に
好
ゲ
ー
ム
の
末
、
敗

れ
ま
し
た
。

大崎卓さんの活躍を伝える記事＝令和元年６月15日付朝日新聞夕刊

56年前に躍動　大崎卓さん（８期）新
宿
の「
灯
」で
ス
テ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー

　
「
集
い
の
広
場
」が
で
き
た
よ

－

。青
陵
創

立
1
1
0
周
年
記
念
事
業
の
最
後
、本
館
と

第
２
館
と
の
間
に
あ
る
中
庭
の
整
備
が
令

和
２
年
８
月

に
完
了
し
ま

し
た
。前
年
完

了
の
予
定
が
他
の
工
事
と
重
な
り
、５
月
に

着
工
し
ま
し
た
。

　

広
さ
5
2
0
平
方
㍍
の
中
庭
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
し
た
が
今
回
、
薄
い
茶

色
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
詰
め
る
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装
に
し
ま
し
た
。

　

施
工
は
Ｏ
Ｂ
の
大
山
雅
章
さ
ん（
28
期
）

の
経
営
す
る
老

龍
園
緑
化
㈱
で

す
。創
立
記
念
事

業
費
1
5
0
0
万
円
を
充
て
ま
し
た
。

　
「
集
い
の
広
場
」
は
生
徒
か
ら
募
集
し
て

名
付
け
た
も
の
で
、
学
年
集
会
や
青
陵
祭

な
ど
学
校
行
事
に
広
く
活
用
し
ま
す
。

「
集
い
の
広
場
」
完
成
記
念
事
業

表
紙
の
写
真

令
和
元
年
度
末
の
主
な
教
職
員
異
動

主
幹
教
諭
金
井
氏
、城
東
教
頭
に

青
陵
、２
回
戦
進
出

夏
季
岡
山
県
高
校
野
球

　

２
試
合
と
も
エ
ー
ス
矢
吹
彰
大

（
あ
き
ひ
ろ
）
投
手
＝
３
年
生
＝
が

完
投
し
ま
し
た
。

世
界
の
民
謡
を
外
国
選
手
に
披
露

　

ス
コ
ア
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
１
回
戦

勝　

山  

１
０
０
０
０
０  

１

青　

陵  

１
３
１
０
３
３  

11

�

（
六
回
コ
ー
ル
ド
）

　

▽
２
回
戦

青　

陵  

０
０
０
０
０
０
０
０
０  

０

玉
島
商  

０
０
２
０
０
０
１
０
×  

３

×
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令
和
元
年

6
月
か
ら
9
月
に

か
け
て
、
山
陽
新
聞
の
長
期

連
載「
伝
み
ら
い
へ
」（
文
化
面
）と「
人
生

を
語
る
」（
地
方
経
済
面
）に
相
次
い
で
青
陵

関
係
者
が
登
場
、読
者
の
関
心
を
呼
び
ま
し

た
。分
野
の
違
う
2
人
は
と
も
に
多
く
の
輝

か
し
い
実
績
を
積
み
現
在
も
現
役
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
伝
み
ら
い
へ
」の
主
役
は
洋
画
の
道
70

年
の
福
島
隆
壽
さ
ん（
中
帯
江
在
住
）で
、青

陵
高
校
へ
は
昭
和
40
年
か
ら
14
年
間
、美
術

教
諭
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。昨
年
1
月
、

倉
敷
で
青
陵
や
鳥
取
大
学
教
育
学
部
時
代

の
教
え
子
ら
が「
福
島
隆
壽
と
そ
の
教
え
子

達
」展
を
開
催
、
洋
画
フ
ァ
ン
の
注
目
を
集

め
た
ば
か
り
で
し
た
。

　

連
載
は
文
化
面
半
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
4

話
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
、小
学
生
時
代
か
ら
洋
画
を
極
め
る

ま
で
を
平
易
に
語
り
読
み
や
す
い
記
事
に

ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。大
き
な
写
真
と
と
も

に
、「
戦
後
手
に
し
た
喜
び
の
匂
い
」「〝
本

物
〟に
感
激
し
っ
放
し
」「
裸
婦
群
像
で
風

土
表
現
」と
き
て
、
最
後
に

「
教
え
子
た
ち
と
学

び
合
い
」と

い
う
謙
虚
な
内
容
で
結

ん
で
い
ま
す
。

　
「
人
生
を
語
る
」は
倉
敷
を
代
表
す

る
経
済
人
、
10
期
生
の
岡
荘
一
郎
さ
ん（
羽

島
在
住
）で
す
。倉
敷
製
帽
を
創
業
し
た
父

の
体
調
不
良
で
、青
陵
在
学
中
に
大
学
進
学

を
断
念
し
て
跡
を
継
ぎ
60
年
、作
業
帽
に
的

を
絞
り
全
国
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
育
て

上
げ
た
敏
腕
経
営
者
で
す
。

　

連
載
は
記
者
が
ま
と
め
た
16
本
に
わ
た

る
長
編
で
す
。子
ど
も
時
代
か
ら「
裕
福
な

家
庭 

戦
争
で
一
変
」「
ご
ち
そ
う
は
卵
か

け
ご
飯
」と
苦
労
、
農
業
を
断
念
し
起
業
し

た
父
と「『
岡
山
県
で
一
番
』目
指
す
」を
実

現
、危
機
を
乗
り
越
え
次
男
へ
の
社
長
代
替

わ
り
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　

経
済
活
動
に
も
力
を
入
れ
、「
屏
風
祭
」復

活
、
天
満
屋
誘
致
、
会
議
所
会
頭
就
任
な
ど

で
倉
敷
美
観
地
区
活
性
化
に
尽
力
、現
在
も

「
公
職
は
い
ま
だ
に
50
を
超
え
る
」と
あ
り

ま
す
。

　

成
功
体
験
の
2
人
の
半
生
記
は
、「
自
分

の
表
現
を
追
究
」（
福
島
さ
ん
）、「
努
力
で
は

な
く
精
進
」（
岡
さ
ん
）と
い
う
結
晶
度
の
高

い
言
葉
を
紡
い
で
連
載
を
締
め
く
く
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
連
載
記
事
を
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

　

昭
和
22
年
4
月
、
倉
女
の
生
徒
が
4
年
生
に
進
級

し
た
時
の
ク
ラ
ス
写
真
で
す
。
１
ク
ラ
ス
30
人
が
5

ク
ラ
ス
あ
り
ま
し
た
。
津
枝
惇
校
長
と
上
田
先
生
、

生
徒
57
人
が
写
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
数
か
ら
し
て
2

ク
ラ
ス
合
同
写
真
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
れ
か
ら
73

年
に
な
り
、
写
真
は
セ
ピ
ア
色
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
は
っ
き
り
分
か
り
ま
す
が
、

写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
小
原
（
旧
姓
吉
田
）
孚
美

さ
ん
＝
西
田
在
住
＝
は
「
私
が
ど
こ
に
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
…
」
と
、
苦
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

学
年
は
2
年
後
、
倉
女
最
後
の
40
期
卒
業
生
と
な
り

ま
し
た
。

注目された新聞の長期連載半生記

洋
画
の
道
70
年

　

  

福
島
隆
壽
さ

    

ん（
元
在
職
教
員
）

会
社
経
営
60
年

　

  

岡
荘
一
郎
さ

    

ん
（
10
期
）

福
島
隆
壽
さ
ん
㊨
と
岡
荘
一
郎
さ
ん
の

山
陽
新
聞
連
載
記
事

倉女最後  40期の４年生進級写真思い出の１枚
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台
風
19
号
が
日
本
列
島
を
直
撃
し
た
直
後
の
ク
ラ
ス
会
。
令

和
元
年
10
月
13
日
、
倉
敷
市
内
の
日
本
料
理
店
で
10
人
が
参
加

し
て
開
催
し
た
。
81
歳
に
な
る
恩
師
の
野
上
先
生
は
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
。
67
歳
に
な
る
我
々
と
違
和
感
は

な
か
っ
た
。
奥
様
の
介
護
で
多
忙
な

中
の
参
加
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。

　

今
回
の
参
加
者
も
4
年
前
と
同
様

に
自
分
の
人
生
を
生
き
抜
い
て
い

た
。
3
日
前
ま
で
脳
梗
塞
で
入
院
し

て
い
た
彼
も
い
た
。
ま
た
、
神
道
山

の
茶
会
よ
り
駆
け
付
け
た
彼
女
は
、

「
実
家
の
蔵
を
倒
し
て
お
宝
を
売
っ

た
。
売
る
時
は
只
み
た
い
だ
っ
た
」

と
嘆
い
て
い
た
。別
の
彼
女
は「
日
々

楽
し
い
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
」
と
断

言
。
4
日
前
は
姫
路
城
、
そ
の
前
は

中
尊
寺
、
毛
越
寺
で
は
「
夏
草
や
兵

ど
も
が
夢
の
跡
」
の
芭
蕉
の
句
を
堪

能
。
ま
た
別
の
彼
女
は
、
新
幹
線
の

ト
イ
レ
に
携
帯
を
忘
れ
た
が
、
掃
除

係
の
人
の
お
か
げ
で
手
元
に
返
っ
て

き
た
。人
間
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。娘
さ
ん
が
ガ
ン
に
か
か
り
、

岡
大
か
ら
千
葉
の
病
院
に
転
院
。
奇
跡
的
に
回
復
し
、
退
院
当

日
娘
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
仲
間
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
迎
え
ら
れ
た
。

今
で
は
教
員
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。元
教
員
の
彼
は
、

教
壇
で
憲
法
第
9
条
の
戦
争
放
棄
・
平
和
主
義
は
非
常
に
大
切

だ
と
言
っ
た
手
前
、
倉
敷
9
条
の
会
で
奮
闘
中
。
ま
た
原
発
に

も
反
対
と
い
っ
た
手
前
、
さ
よ
な
ら
原
発
倉
敷
金
曜
ア
ク
シ
ョ

ン
（
10
月
11
日
で
連
続
3
7
7
回
目
）
に
で
き
る
だ
け
参
加
し

て
い
る
と
い
う
。

　

朝
の
5
時
に
起
き
て
仕
事
を
し
て
い
る
彼
は
、
自
営
な
の
で

年
金
は
微
々
た
る
も
の
。「
4
年
後
の
ク
ラ
ス
会
ま
で
元
気
で
い

た
い
」。
10
年
前
か
ら
教
員
に
復
帰
し
た
彼
女
は
、
白
衣
の
天
使

と
し
て
「
私
、
失
敗
し
な
い
の
で
」
と
ど
こ
か
で
聞
い
た
セ
リ

フ
を
駆
使
し
な
が
ら
、
実
験
の
授
業
に
励
ん
で
い
る
。
夫
が
今

年
の
５
月
に
叙
勲
を
受
け
た
彼
女
は
、

「
新
天
皇
陛
下
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
に

オ
ー
ラ
が
漂
っ
て
い
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ

ト
ス
ー
ツ
で
将
来
、「
脳
梗
塞
の
人
が
歩

け
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

科
学
の
進
歩
を
絶
賛
。
別
の
彼
女
は
、

94
歳
の
姑
が
３
歳
の
ひ
孫
と
映
っ
た
写

真
を
見
て
、「
私
も
年
を
取
っ
た
な
あ
」

と
一
言
。
数
年
前
ま
で
は
友
と
海
外
旅

行
し
て
い
た
が
、
今
は
姑
の
こ
と
も
あ

り
１
泊
が
せ
い
ぜ
い
。
旅
館
を
M
＆
A

（
売
買
）
で
手
放
し
た
彼
は
旅
行
好
き
。

「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
は
人
間
と
し
て
見
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
き
っ
ぱ

り
。
来
年
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
行
く
と
い

う
。
総
社
で
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

て
い
る
。

　

十
人
十
色
の
人
生
に
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

の
金
子
み
す
ゞ
を
思
い
出
し
、残
り
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
、

し
ば
し
考
え
た
ク
ラ
ス
会
で
も
あ
っ
た
。
高
校
時
代
そ
ん
な
に

親
し
く
し
て
い
た
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
心
温
ま
る
時

間
が
流
れ
た
。
そ
し
て
、
予
定
の
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
、
も
う
少
し
み
ん
な
で
一
緒
に
い
た
い
と

思
い
な
が
ら
４
年
後
の
再
会
を
誓
い
合
っ
た
。
余
韻
の
残
る
ク

ラ
ス
会
で
あ
っ
た
。

�

（
正
保
宏
文
）

　令和２年１月４日に倉敷アイビースクエアで開きました。
オリンピックの年に開催し、学年全員が集まるのは４年前に
次いで２回目です。中山薫先生ら恩師５人をお招きし、東京
から沖縄まで約80人が集まりました。遠路、子ども連れの参

加者もいました。みんな、公務員や教員、医師、メーカー勤
務など第一線で社会を支える気概にあふれ、大いに盛り上が
りました。（児島圭 談）� 　

別刷りへつづく

４
年
ぶ
り
に
大
勢
集
ま
っ
た
38
期
の
メ
ン
バ
ー

第一線で社会を支える80人38期同窓会

22
期 

３
年
８
組
ク
ラ
ス
会

十
人
十
色
の
人
生「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い
」

十人十色の人生を語り合ったクラス会

同
窓
会　

過
去
の
し
が
ら
み　

皆
忘
れ
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（令和元年､２年／現役を含む、学年は当時）

［受賞・受章］令和元年10月、2019年度県統計グラフ
コンクール入賞作品の発表があり、藤原伊織さん（３
年）が最優秀賞＝写真①＝の１人に選ばれました❖
暴力追放・銃器根絶運動推進県民大会が同年10月、
岡山市内で開かれ銃器根絶ポスターコンクールで藤
原伊織さん（３年）が優秀賞を❖同年11月の秋の叙
勲で、元高梁市立宇治高校長河田義正さん（元在職教
員）が従五位、元倉敷東小校長安原信一郎さん（17期）
が瑞宝双光章を❖牧田唯さん（３年）が同年11月、倉
敷署などから善行少年として幅広いボランティア活
動に対して。けがをした登校中の小学生を救助した
ことがあります❖同２年２月、「高校生絵のまち尾道
四季展」で石川楓果さん（２年）の「休息」が最優秀の
尾道賞に。桟橋に停泊する定期船をセピア調で描き
ました。副賞はフランス研修旅行です❖岡山一宮高
校長赤木隆さん（29期）が同年２月、令和元年度教育
者文部科学大臣表彰を❖高梁川流域連盟の第20回高
校生絵画展が同年３月に倉敷市立美術館で開かれ、
青陵１年生８人が出品、板谷実歩さんが特選、碓井麻
木さんが佳作に選ばれました❖元玉野光南高校長の
和気誠さん（18期）が同年４月の春の叙勲で瑞宝小綬
章を／元倉敷市消防正監の守安隆一さん（19期）が同
じく瑞宝小綬章を❖同年６月、高齢者叙勲で元庄小
校長笠原伸一さん（２期）、元老松小校長見持恭彦さ
ん（３期）が、いずれも瑞宝双光章を❖倉敷市議会議
員藤原（現姓鳥井）薫子さん（44期）が同年６月、中国
市議会議長会から議員12年以上で❖「第10回こども
夢二新聞」の審査が同年９月に行われ、安延穂香さん

（２年）が山陽新聞社読者局長賞を。
◇

［就任］倉敷商工会議所副会頭伊澤正信さん（20期）が
令和元年10月の役員改選で再任されました。任期
は３年です❖髙槻信博校長が同２年４月、県高校長
協会副会長に。任期は１年です❖山陽新聞社取締役
の佐々木善久さん（26期）が同年７月、山陽計算セン
ター社長を兼務しました。

◇
［優勝］令和元年９月に開かれた高梁川流域中学・高校
リレー大会の女子400㍍リレーで、青陵チーム（中村
茉子、虫明愛美、藤井理帆、中尾佑衣）が優勝しました
❖同２年９月の同大会では男子400㍍リレーで青陵
チーム（向井大貴、檀上亜里、室山侑輝、稲垣陽天）、
女子同で同（植田結衣、渡邊菜穂、山口紗知、中務晃
葉）、同1600㍍リレーで同（渡邊菜穂、中村茉子、香西
真帆、藤井理帆）がいずれも優勝しました。　

［水球］第12回全日本ユース選手権「桃太郎カップ」が
同元年12月に倉敷市内で開かれ、笠原かをさん（１
年）が主将、森高遥凪さん（同）が主力を務める岡山県
選抜女子は健闘したものの、決勝トーナメント進出
はなりませんでした。

◇
［演劇］女優旺なつき（本名・室山こずえ）さん＝26期

＝が令和元年11月10日、倉敷市芸文館で「ブック
ショップ」に。久々の里帰り公演でした。

［演奏会］ピアニスト松本和将さん（49期）が同２年７
月、玉島でベートーベン・ピアノソナタ全32曲の演奏
会をスタートさせました。５回に分け１年がかりで
す。

［ＣＤ制作］ピアニスト阿部篤志さん（45期）が同年７
月、「０（わっか）」を作って発売しました。女性演奏仲
間とのデュオで全オリジナル11曲を収録していま
す。１枚2500円（税抜き）です。

◇
［展覧会］日展会友の洋画家後藤晋さん（27期）が令和

元年９月、倉敷市内の
ギャラリーで初の個
展を。力作34点を展示
しました❖酒津焼の
岡本研作さん（26期）が同年９月、倉敷天満屋で開窯
150年記念展を＝写真②。花入れや茶碗、鉢など約80
点、さらに、バーナード・リーチらこれまでに来訪、
指導を受けるなどゆかりの作家の作品も展示しまし
た。同じ趣旨で弟の和明さん（36期）が同年12月、同市
内のギャラリーで約80点を出品しました❖同年10
月に倉敷市内のギャラリーで開かれた第39回青少
年健全育成チャリティの倉敷現代工芸秀作展に青陵
卒業の岡本達弥（44期）、岡本篤（13期）、岡本和敏（44
期）、川上節子（18期）、岡本研作（26期）、岡本和明（36
期）、武内立爾（29期）＝以上陶芸、佐藤史男（19期）＝
木彫＝の皆さんが出品協力しました❖美術家松井え
り菜さん（53期）が同２年４月～５月、岡山県立美術
館で企画展を開きました。紙芝居「桃太郎」の原画の
名場面を展示しました❖天神窯の岡本篤さん（13期）
が同年６月、岡山天満屋で喜寿記念展を開き、天目茶
盌や花瓶など近作五十余点を展示しました。

◇
［1000種到達］農林省ＯＢの荒木武夫さん（５期）が平
成24年に開設した樹木検索図鑑サイト「葉と枝」の掲
載植物が令和２年３月、８年がかりで目標の1000種
に。アクセス数は94万件（11月現在）にのぼります。

［表紙を飾る］同元年７月の全国高校総合文化祭に出
場、ベスト８に入った青陵高校競技かるた部が、同年
12月22日付の山陽新聞「さん太タイムズ」の表紙を
＝写真③。部員が勢いよくかるたをはじく特訓風景
が迫力ある特大写真で掲載され、活躍する同部の存
在を県内にアピールしました。

◇
［生前葬］元不動産業明石豪夫（ひでお）さん（10期）が令
和元年11月23日、神奈川県藤沢市内の料理店で。「元
気なうちに一献差し上げたい」という気持ちで行いまし
た。同期15人を含む友人ら約55人が参列しました。

◇
［中止］京都大学大学院教授森和俊さん（28期）らを
テーマにした創作ミュージカルが令和２年に児島で
上演される予定でしたが、コロナ禍のため。

◇
［同窓会入会］令和２年２月、今春の71期卒業生314人
が入会しました。卒業生は累計3万4638人となりまし
た。感染症対策のため式は中止、岡田同窓会会長のメッ
セージを印刷、卒業生に配布しました。同窓会から卒業
生へ入会記念品の卒業証書ホルダーが贈られました。

◇
［訂正］本紙第51号「会員ミニ点描」の「展覧会」の文
中、羽島焼の「小河原和子さん（９期）」を削除しま
す。訂正してお詫びします。

◇
〈お詫び〉編集の都合上、取材・依頼・寄稿原稿が掲載漏
れになる場合があります。ご容赦ください。次号に最
優先で掲載します。

会員ミニ点描

◉…人類は戦争と疫病の歴史－と
言われています。とは言え、戦後
75年間、憲法により平和を保って
きましたが、もう一方の疫病（新型
コロナウイルス）が世界中に蔓延
するとは全く予期していません
でした。疫病との闘いは日本も古
く、奈良時代にはやった天然痘を
退散させるために造営したのが、
あの大仏さんです。平安後期に始
まった吉備中央町の「加茂大祭」は
〝悪い病気〟退治が起源とされてい
ます。幕末の緒方洪庵は天然痘の
治療に心血を注ぎました。明治の
北里柴三郎はペスト菌を発見、野
口英世は黄熱病の研究で命を落と
しました。後藤新平は日清戦争後
の帰還兵の検疫でコレラの蔓延を
水際で防ぎました。
◉…伝統的に日本の医学者は感染
症へ積極的に対応、定着している
国民のマスク文化など衛生観念は
高く、今回も世界に注目されてい
ます。「なぜ日本はコロナ死が少な
いのか。薬でもあるのか？」と外国
人に問われ、「民度が違う」と言い
放った大臣がいましたが、幸い「え
らそうな」という声はありません
でした。日本の先進医学の力でコ
ロナ禍を終息させてもらうことを
願っています。
� （編集主幹・佐藤豊行）

編 集 を 終 え て

岡山県立倉敷青陵高校「同窓会だより 青陵」第52号
発　行	 岡山県立倉敷青陵高校同窓会
	 ［事務局］	 〒710−0043　倉敷市羽島1046−2	 TEL：086−422−8001　FAX：086−422−8004
		  e-mail：seiryo05@pref.okayama.jp	 URL：http://www.seiryo.okayama-c.ed.jp
発行人	 岡田展弘（25期）／ 編集委員　今岡道雄（13期）　佐藤豊行（18期）　林俊輔（28期）
	 顧問　加川英郎（４期）
印　刷	 株式会社サラト　〒670−0948　兵庫県姫路市北条宮の町172
　� 　

お願い　同期会や同窓生の情報、話題を佐藤豊行（編集主幹090−6438−9227）、林俊輔（青陵高校教諭）へお寄せください。

〈
本
紙
の
編
集
〉

＊�

原
稿
締
め
切
り
は
毎
年
９
月

20
日
で
す
。
編
集
、
校
正
作

業
を
経
て
12
月
末
に
全
卒
業

生
に
お
届
け
し
ま
す
。

＊�

幹
事
の
当
番
期
に
拘
わ
ら

ず
、
広
告
掲
載
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
１
枠
５
０
０
０

円
で
す
。

本部総会
８月１日（日） 午前10時から
倉敷アイビースクエアのエメ
ラルドホール

〈当番幹事〉7、8、9、0の付く
期と71、72期

東京青陵会
６月26日（土） 午後４時から
東京・明治記念館

近畿青陵会
5月30日（日） 正午から
大阪･KKRホテル

九州青陵会
10月９日（土） 午後４時から
福岡・西鉄グランドホテル

（以上、変更・中止の可能性あり）

2021年の予定

写真①
写真②
写真③
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教
員
生

活
の
傍

ら
、
県
詩

人
協
会
会

長
な
ど
を

務
め
、
長

年
、
岡
山
詩
壇
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
た
難
波
行
彦
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た

の
が
令
和
に
な
っ
て
間
も
な
く
の
6
月

28
日
で
し
た
。

　

青
陵
高
校
で
は
昭
和
33
年
か
ら
41
年

ま
で
の
8
年
間
、
古
文（
古
典
）な
ど
国
語

を
担
当
、
文
学
部
の
顧
問
で
し
た
。部
の

発
行
す
る『
青
陵
文
芸
』の
件
で
よ
く
校

内
放
送
を
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。ゆ
っ
く
り
、厳
か
な
口
調
で
し
た
。

　

難
波
先
生
に
は「
井
奥
行
彦
」と
い
う

名
の
詩
人
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。岡
山
大

学
在
学
中
に
同
級
生
と
詩
誌『
火
片
』を

創
刊
、
年
3
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
、
平
成

30
年
に
は
誌
齢
2
0
0
号
に
到
達
し
ま

し
た
。県
内
最
長
寿
の
詩
誌
で
す
。

　

生
と
死
の
意
味
を
問
う

求
道
の
詩
作
70
年
、
詩
集
を

8
冊
刊
行
し
て
日
本
詩
人

ク
ラ
ブ
賞
、
岡
山
県
三
木
記

念
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
な

ど
多
く
の
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。同
29
年
5
月
に
は
妻

で
詩
人
の
な
ん
ば
・
み
ち
こ

さ
ん（
元
小
学
校
長
）と
の
お
し
ど
り
顕

彰
詩
碑
が
先
生
の
地
元
、
総
社
市
の
宝
福

寺
境
内
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

文
化
振
興
へ
の
貢
献
を
た
た
え
よ
う

と

－

同
市
の
文
化
関
係
者
ら
が
建
立
し

た
も
の
で
す
。除
幕
式
に
は
夫
妻
が
そ

ろ
っ
て
出
席
、謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

詩
碑
に
は「
宝
福
寺
本
堂
で
」と
題
す

る「
か
た
く
な
に　

閉
じ
て
い
た
心
が　

こ
こ
へ
来
る
と
扉
の
よ
う
に
す
な
お
に

開
く
…
」と
い
う
代
表
作
の
一
編
が
刻
ま

れ
、
観
光
客
や
詩
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て

い
ま
す
。

　

自
ら
の
顕
彰
詩
碑
を
見
届
け
た
2
年

後
、米
寿
で
の
旅
立
ち
で
し
た
。

　やや旧聞になりますが、歴史学者（近世史）の
柴田一先生が平成29年９月、米寿を迎える年に
亡くなられました。
　青陵高校には昭和35年から39年までの４年
間在任され、日本史を担当しました。「同窓会だ
より 青陵」第51号には「追悼そして感謝　元就
実大学学長　柴田一先生　16期２年５組一同」
という大きな広告が載りました。
　担任してもらった同組の教え子の一人、三宅
邦和さんは「広告は（先生の死去後）すぐ話が出
たんですが、やっと実現しました。話が面白く

愉快な授業でした。２年生が終わった春休みに先生とみ
んなで後楽園に行った思い出がありますねえ。クラス同
窓会には気軽に来てくれて、いきなり独演会ですよ。昨
今の社会事情をね。気さくな先生でした」と恩師をしのん
でいます。追悼広告という粋な計らいで師の恩に報いた
のでした。
　死去後間もなくの平成29年９月29日、親交の深かった
岡山県立記録資料館長・定兼学さんによる追悼記事「人
に寄り添い地方文化研究」が新聞に掲載されました。そ
れによると－。
　岡山大学の１期生として、岡山藩研究の権威・谷口澄夫
先生に師事してこの道に分け入りました。高校教員の傍ら

庄屋制や家族構成、年貢、
高瀬舟、塩業などの研究を
進め、36歳の若さで500
ページに及ぶ大著「近世豪農の学問と思想」を上梓、世
間の注目を集め近世史の世界に躍り出ました。

　それからの活躍は目覚ましく、「津田永忠」や「岡山
県の歴史」などの著作を重ね、県立博物館主任学芸員
から兵庫教育大学教授に転じました。「近世大名領国
経営の研究」で広島大学から博士（文学）の学位を授与
されました。その後、就実女子（現就実）大学教授、学長
を歴任されました。
　近世史研究一筋70年です。後進へのメッセージと
して「基本的には人間の研究です」という言葉で締め
くくられています。

　著名な詩人と歴史学者に－。青陵高校在勤の後、その世界
で岡山県内外にその名を刻んだ恩師がおられます。国語の難
波行彦、日本史の柴田一の両先生です。最近、相次いで惜し
まれつつ亡くなられました。改めて、青陵時代の足跡とその
後の活躍ぶりをたどり、顕彰するものです。

恩師　  追憶研鑽
70年

生
と
死
の
意
味
を
問
う
求
道
者

難
波
行
彦
先

生（
国語
）

柴
田　

一は
じ
め

先
生（
日
本史

）

宝福寺におしどり顕彰碑
難
波
行
彦
先
生
夫
妻
の
顕
彰
詩
碑（
上
の
段
が
難
波

先
生
の
作
品
）＝
総
社
・
宝
福
寺

詩  作

近世史36
歳
で
大
著「
豪
農
の
学
問
と
思
想
」

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
柴
田
一
先
生
の
追
悼
記
事

学芸員から大学教授､学長に


